
 
 
 事業の背景                                  
 
◆余剰食品を回収し、ホームレス、貧困母子家庭、要支援高齢者等を支える福祉団体

に届けることで、生活困窮者への食支援、生活の安定、自立への意欲向上につなげ
る活動を行ってきましたが、増加傾向にある生活困窮者のニーズに応えるためには、
ボランティアによる食品を集め、配るという作業を効率的に進めることが課題とな
っていました。 

 
◆また、食の支援を緊急的に必要とする一般市民に対し、その情報を把握する行政と

協働し、「食のセーフティネット」として食品配布に取り組んできました。他の地
域でも同様の問題を抱えており、生活保護費の抑制のためにも、その取り組みを広
げていく必要があると感じていました。 

 
 
 事業の概要                                  
 
◆車輌を購入し、食糧の引き取り・配布を効率よく行うことが出来た結果、前年度に

比べて 16％増の 90 団体の福祉団体、約 6,000 人/月に食品を配布することが可
能となりました。 

 
◆尼崎市や芦屋市で進めてきた「食のセーフティネット」については、仕組みが定着

してきたことで、対応世帯数も増えるとともに、行政と自立支援の方法について検
討することができました。近隣の行政や社会福祉協議会にも、取り組みの必要性に
ついてはたらきかけ、伊丹市において新たに事業協定書を締結し、「食のセーフテ
ィネット」が始まりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

キーワード 生活困窮者 貧困・格差 緊急支援 ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ 活 動 地 域 兵庫県 

事 業 名 フードバンクによる要支援生活者支援事業 

事 業 年 度 平成 24 年度 助 成 金 額 7,000 千円 

団 体 名 特定非営利活動法人 フードバンク関西 

所 在 地 
〒659-0051 兵庫県芦屋市呉川町１－１５ 

ＴＥＬ：0797-34-8330 

団 体 Ｈ Ｐ http://foodbankkansai.org/ 

 

☞ 団体の食品の引き取り、分類、配布の作業をするボランティアを含めた団体関係者全員 
で、定期的にミーティングやメーリングリストを通じて役員と同じレベルの情報共有を
することで、ボランティア自身にも事業を進める責任感が芽生え、より効果的に事業を
進めることができました。 

ここに注目！ 

活動報告書 
＜クリック！＞ 

http://foodbankkansai.org/
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120219142-02.pdf
http://www.wam.go.jp/Densi/kikin/eJoseiLib/seikabutsu/2012/20120219142-02.pdf

